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9月定例議会

　

９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
や
条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
31
件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
宮
代
町

町
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る
請
願
」
は
全
会
一
致
で
可
決
・
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
検
証

ど
う
活
か
さ
れ
た
か

私
た
ち
の
税
金
は

平成30年度一般会計決算　

委員会では、一般会計・特別会計を５日間に
わたり、各課別に質疑応答を行い、徹底検証
しました。

＜賛成９、反対３で可決＞
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2019年（令和元年）９月定例議会

■扶助費… 社会保障制度の一環として児童、高齢者、障が
い者、生活困窮者などに対して支援に要する経費。

■繰出金… 国保、介護、後期高齢者医療、公共下水道など
特別会計に支出される経費。

■物件費… 消費的性質の経費の総称（賃金、旅費、需用費、
役務費、備品購入費、報償費、委託料などの経費）

●歳入の内訳
103億4,452万円（前年度比4.9％減）

●歳出の内訳
97億5,666万円（前年度比5.8％減）

■歳出の性質別内訳

円グラフをたてに 60％

グラフのグループ化を解除

グラフを下にずらしてコピー

ずらしたグラフと上におくグラフをつなぐ

町税（36.4％）
37億6,452万円

繰入金（5.6％）
5億7,615万円

県支出金（5.9％）
6億1,394万円

町債（5.8％）
6億145万円

入ってきたお金
103億4,452万円

町税（36.4％）
37億6,452万円

その他（5.6％）
　5億7,757万円

繰越金（5.0％）
5億1,449万円

繰入金（5.6％）
5億7,615万円

地方消費税交付金
（5.1％）
5億2,350万円

国庫支出金（9.2％）
9億5,345万円

地方交付税（20.0％）
20億7,063万円

県支出金（5.9％）
6億1,394万円

町債（5.8％）
6億145万円

分担金及び負担金（1.4％）
1億4,879万円

円グラフをたてに 60％

グラフのグループ化を解除

グラフを下にずらしてコピー

ずらしたグラフと上におくグラフをつなぐ

民生費（36.8％）
35億8,720万円公債費（8.2％）

8億251万円 使ったお金
97億5,666万円

民生費（36.8％）
35億8,720万円

その他（0.6％）
5,972万円

労働費（0.1％）

衛生費（8.2％）
7億9,697万円

教育費（10.1％）
9億8,632万円

総務費（17.9％）
17億4,247万円

土木費（9.5％）
9億2,941万円

議会費（1.0％）
9,819万円

農林水産業費（2.6％）
2億5,048万円

消防費（5.1％）
5億336万円

公債費（8.2％）
8億251万円
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問　

乗
車
数
９
％
の
伸
び
率
で
は
あ
る

が
、
便
利
バ
ス
の
通
ら
な
い
地
域
を
ど

う
す
る
の
か
。

答　

課
題
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
で

カ
バ
ー
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

寄
付
人
数
、
寄
付
金
額
減
っ
て
い

る
要
因
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
競
争
が
あ
り
、

返
礼
品
で
激
化
し
て
い
る
。
返
礼
品
を

3
割
以
下
に
抑
え
る
見
直
し
が
な
さ
れ

た
。
県
内
の
町
村
で
は
寄
付
総
額
は
2

番
で
あ
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
っ
た
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
進
ん
で

い
る
か
。

答　

平
成
30
年
度
末
５
０
１
３
人
、

14
・
76
％
。
役
場
で
写
真
を
撮
る
こ
と

で
利
便
性
を
あ
げ
て
い
る
。

問　

役
場
、
進
修
館
の
駐
車
場
は
何
台

駐
車
で
き
る
の
か
。
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
。

答　

庁
舎
63
台
、
進
修
館
47
台
、
社
協

８
台
、
計
１
１
８
台
。
公
共
交
通
機
関

や
徒
歩
で
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
る
。

総務・財政総務・財政
主な使いみち

●ふるさと納税管理事業 3,475万円

●便利バスが走る事業 2,687万円

●庁舎等管理事業 5,872万円

●公共施設再編第 2 期計画事業 1億2,593万円

●戸籍住民基本台帳管理事業 1,201万円

便
利
バ
ス
の
空
白
地
域
を
今
後
ど
う
す
る

平成29年度にいただいた寄付分野および寄付金額
寄付分野 寄付金額

農のあるまちづくりに関する事業 1,319万円
子どもたちの未来に関する事業 3,677万円
市民活動支援に関する事業 81万円
宮代の桜を大きく育てていく事業 327万円
宮代の歴史文化を後世に伝える事業 147万円
観光や町のPRに関する事業 228万円
みやしろにぎわいプロジェクト 579万円
その他まちづくり全般 3,505万円
合計 9,866万円
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問　

防
犯
灯
の
新
設
は
6
か
所
だ
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
全
体
の
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

防
犯
灯
は
、
２
６
０
１
基
と
な
っ

た
。
そ
の
う
ち
97
・
５
％
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

と
な
っ
た
。

問　

進
修
館
の
研
修
室
や
和
室
の
利
用

が
減
っ
て
い
る
が
。

答　

談
話
室
の
利
用
が
周
知
さ
れ
、
移

行
し
て
い
る
。

問　

消
防
団
第
2
分
団
詰
所
は
完
成
し

た
か
。

答　

建
築
面
積
45
㎡
、
延
床
面
積
90
㎡
、

敷
地
２
０
９
・
47
㎡
で
、
９
月
末
で
完

成
予
定
。

問　

地
域
敬
老
会
支
援
事
業
の
成
果
と

未
実
施
地
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評
価
は
。

答　

実
施
は
67
自
治
会
、
参
加
人
数
は

１
８
９
４
人
、
開
催
し
た
地
区
の
対
象

者
４
割
が
参
加
し
て
い
る
。

　

開
催
で
き
な
い
地
区
の
問
題
点
解
消

の
た
め
、
隣
の
自
治
会
と
共
催
で
の
参

加
や
、
離
れ
た
自
治
会
館
等
を
借
り
る

方
法
な
ど
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

生活・保健生活・保健
主な使いみち

●防犯活動事業 　1,191万円

●進修館管理事業 3,105万円

●消防総務事業 5億336万円

●地域敬老会支援事業 940万円

●母子保健事業 3,017万円

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
た
か

問　

都
市
計
画
道
路
整
備
の
不
用
額
が

多
い
が
、
町
道
12
号
線
用
地
買
収
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

平
成
30
年
度
末
、
取
得
面
積
に
対

す
る
進
捗ち
ょ
く率
は
、
72
・
５
％
。
７
件
が

未
買
収
。
現
在
、
軟
弱
地
盤
対
策
を
し

て
い
る
。

問　

道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業
の
業
務

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
清
算
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

組
合
の
解
散
は
令
和
2
年
度
中
に
総
会

を
開
催
し
た
く
、
準
備
し
て
い
る
。

問　

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

は
17
件
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
改
修
、
改

築
だ
っ
た
か
。
1
件
当
た
り
何
円
か
。

答　

金
額
は
、
平
均
7
万
円
。
店
舗
２

件
と
住
宅
15
件
。
住
宅
は
対
象
経
費
の

５
％
の
補
助
で
、
屋
根
、
壁
の
塗
装
、

台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が

あ
っ
た
。

問　

新
し
い
村
で
集
荷
、
宅
配
な
ど
を

始
め
た
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

集
荷
は
14
人
、
２
７
３
件
で
月
平

均
22
件
。
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
へ
の

宅
配
は
１
８
３
件
、
月
平
均
15
件
と
な

っ
た
。

商工・建設商工・建設
主な使いみち

●新しい村管理運営事業 6,765万円

●まちなか起業創業事業 245万円

●東武動物公園駅東口周辺事業 1億3,671万円

●商工業振興事業 1,580万円

●都市計画道路整備事業 1,640万円

都
市
計
画
道
路
整
備
不
用
額
が
多
い
が

来年は40周年　進修館

地場産求めて　新しい村へ

●平成30年度一般会計決算
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2019年（令和元年）９月定例議会

問　

中
学
校
の
劣
化
診
断
の
結
果
を
受

け
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

補
助
金
を
確
保
す
る
た
め
、
個
別

施
設
計
画
を
策
定
す
る
。
計
画
期
間
は

5
〜
10
年
で
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
い
。

問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
数
72
人
、
活
動
状
況
は
。

答　

利
用
・
提
供
は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
、
学
童
保
育
所
開
始
前
・
終
了
後
の

送
迎
が
多
い
。

問　

業
務
増
大
、
長
時
間
労
働
な
ど
教

職
員
の
健
康
管
理
は
大
丈
夫
か
。

答　

Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
、

有
効
活
用
し
て
事
務
負
担
軽
減
を
図
っ

た
。
勤
務
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
、
働

き
方
も
確
認
で
き
る
。
勤
務
時
間
外
で

の
在
校
も
減
っ
た
。

問　

公
民
館
は
、
月
曜
が
休
館
、
老
朽

化
も
激
し
い
。
新
た
に
公
民
館
を
考
え

る
べ
き
。

答　

３
館
と
も
昭
和
40
年
代
建
設
、
経

年
劣
化
し
て
い
る
。
公
民
館
の
ニ
ー
ズ

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
小
・
中
学
校

の
適
正
配
置
を
含
め
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

福祉・教育福祉・教育
主な使いみち

●学童保育運営事業 5,599万円

●ファミリーサポートセンター事業 227万円

●中学校施設管理事業 4,613万円

●資料館管理運営事業 2,616万円

●公民館管理運営事業 1,282万円

劣
化
診
断
の
結
果
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
、
見
通
し
は
？

会場狭しと皆で踊ろう　福祉運動会

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

討
論
討
論反対です

賛成です討
論
討
論

討
論

討
論

丸藤栄一 議員
■東武動物公園駅東口周辺整備は、財政上
からも身の丈に合った街づくりにすること。
■人口の減少を打開するため、高校卒業まで
の医療費と学校給食費の無料化を急ぐこと。
■役場と進修館の駐車場をきちっと確保す
るように、具体的な対策を講じること。
■「地域敬老会」に参加できない高齢者へ
の配慮がされていないこと。
■各公民館のエレベーターの設置と百間公
民館の駐車場を確保すること。

役場と進修館の駐車場確保を

金子正志 議員
■町の人口は５年後には団塊の世代が後期
高齢者になる。そして、次の人口の山は今 
40代半ば。20年後には全員がリタイヤす
る。どれだけ税収が減るか、もう想像する
だけでも恐ろしい。
■町長報酬20％減額を継続して、町長には
先頭に立って財源確保に努める姿勢を示し
てほしかった。まちづくり全体の流れを考
えると、来年度の予算、もう少し考えるこ
とがあると思い、残念だが反対する。

まちづくり全体の方向性を考えて

⻆野由紀子 議員
■子育て世代包括支援センター開設、産後
ケア事業など妊娠から子育て期まで、切れ
目のない支援が推進されました。ファミリ
ーサポートセンター運営事業、緊急サポー
ト事業のスタート、低年齢児保育受け皿へ
の取り組み、学童保育の確保・充実など子
育て世代への支援が質・量とも向上しました。
■県補助金で、アクティブシニア社会参加
支援を実施、全国どこでもコンビニでの証
明書発行、健康マイレージ参加者増など評
価します。 

子育て支援向上、高齢者が地域の担い手へ  

●平成30年度一般会計決算
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〈
賛
成
10
反
対
２
で
可
決
〉

　

平
成
₃₀
年
度
か
ら
都
道
府

県
化
が
開
始
さ
れ
、
埼
玉
県

が
国
保
財
政
の
責
任
主
体
と

な
り
ま
し
た
。
特
定
健
診
受

診
率
向
上
を
目
指
し
、
き
め

細
や
か
な
受
診
勧
奨
を
実
施
。

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と

し
て
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
を
開
始

し
ま
し
た
。

問

30
年
度
の
１
人
当
た
り

と
１
世
帯
当
た
り
の
国
保
税

額
。
１
人
当
た
り
の
法
定
外

繰
入
額
は
。

答　

１
人
当
た
り
の
国
保
税

は
８
万
５
６
１
円
、
１
世
帯

当
た
り
の
国
保
税
は
12
万
７

８
４
１
円
、
１
人
当
た
り
の

法
定
外
繰
入
は
１
万
７
４
１

８
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

国
保
税
を
払
え
な
い
滞

納
世
帯
と
保
険
証
の
発
行
は
。

答　

滞
納
世
帯
は
６
２
６
世

帯
。
短
期
保
険
証
は
64
件
、

資
格
者
証
は
２
件
発
行
し
て

い
る
。

問　

国
保
税
を
こ
れ
以
上
引

き
上
げ
る
の
は
過
酷
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
法※

定
外
繰

入
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
保
加
入
以
外
の
方
か

ら
不
公
平
感
を
感
じ
る
と
い

う
意
見
も
聞
く
。
将
来
的
に

は
法
定
外
繰
入
を
徐
々
に
解

消
し
て
い
く
の
が
国
保
運
営

の
安
定
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。

問　

赤
字
（
法
定
外
繰
入
）

を
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い

く
の
か
。

答　

平
成
31
年
度
に
改
正
を

行
っ
た
の
で
、
令
和
３
年
度
、

令
和
５
年
度
に
改
正
を
予
定

し
て
い
る
が
、
６
年
間
で
の

解
消
は
難
し
い
。

国
民
健
康
保
険

会　計　区　分 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額

国 民 健 康 保 険 40億9,914万円 39億7,938万円 1億1,976万円

介 護 保 険 28億7,777万円 26億9,321万円 1億8,456万円

後 期 高 齢 者 医 療 4億6,998万円 4億6,784万円 214万円

公 共 下 水 道 事 業 10億 301万円 9億7,053万円 3,248万円

農業集落排水事業 5,703万円 5,246万円 457万円

主
な
質
疑

山
下
秋
夫
議
員

　

国
保
加
入
者
は
、
高
齢
者

や
低
所
得
者
が
多
く
、
国
保

税
が
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
増

額
し
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を

軽
減
す
る
よ
う
求
め
て
反
対

す
る
。

反
対
討
論

国保の
都道府県化を 決算委員会が検証!

　平成30年度の特別会計・水道事業会計決算は、本会議で
補足説明後、決算特別委員会において質疑が行われました。
　質疑は多数ありましたが、ここではその一部を紹介します。

保健センターで特定検診

※ 法定外繰入とは 市町村が、国保税の値上げを抑えたり、独自の減免措置を実施するために行っ
ている一般会計から国保会計への公費繰入のこと。 みやしろ議会だよりNo.112 6
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<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

　

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
重

度
化
防
止
の
た
め
、
介
護
予

防
教
室
の
開
催
。
地
域
で
活

躍
す
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
育
成
。
高
齢
者
の
閉

じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
と
し

た
地
域
交
流
サ
ロ
ン
活
動

（
新
た
に
４
か
所
開
設
）へ
の

支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

費
用
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

今
後
、
何
に
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答　

介
護
予
防
に
つ
い
て
の

普
及
啓
発
や
地
域
自
立
生
活

支
援
事
業
、
在
宅
医
療
介
護

連
携
推
進
事
業
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
及
び
認
知
症

総
合
支
援
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。　

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

収
納
の
導
入
、
事
案
に
応
じ

た
納
付
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

　

宮
代
町
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
宮
代
第
１
、

第
２
中
継
ポ
ン
プ
場
の
電

気
・
機
械
設
備
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

<

全
会
一
致>

　

事
業
は
維
持
管
理
や
農
業

集
落
排
水
事
業
債
の
償
還
と

な
っ
て
い
ま
す
。

<

賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決>

・
収
益
的
収
支
（
税
抜
）

　

収
益
的
収
入　

７
億
９
３

７
４
万
円
、
収
益
的
支
出　

６
億
７
６
１
４
万
円
、
純
利

益　

１
億
１
７
６
０
万
円
。

・
資
本
的
収
支
（
税
込
）

　

資
本
的
収
入　

２
２
４
５

万
円
、
資
本
的
支
出　

４
億

１
９
８
７
万
円
、
不
足
額　

３
億
９
７
４
２
万
円
。
不
足

額
は
内
部
留
保
資
金
な
ど
で

補
て
ん
。

主
な
質
疑

　

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

　

農
業
集
落
排
水

　

水
道
会
計

　

公
共
下
水
道

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
Ｈ
30
〜
Ｒ
２
）
が
ス
タ
ー
ト

山
下
秋
夫
議
員

　

介
護
保
険
の
度
重
な
る
改

定
は
、
負
担
増
と
給
付
制
限

を
も
た
ら
し
て
き
た
。
利
用

料
の
２
割
負
担
は
必
要
な
介

護
さ
え
制
限
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論

H30
決算
国保の
都道府県化を

福祉運動会

7
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和
元
年
度
補
正
予
算
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条例・補正予算

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
57
号
）

　

臨
時
・
非
常
勤
と
し
て
任
用

さ
れ
て
い
る
職
員
を
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
。
令
和
２
年
４
月

１
日
施
行

問　

現
在
の
臨
時
職
員
の
人
数

は
。

答

一
般
事
務
、
保
健
師
、
発

掘
作
業
員
、
学
童
保
育
支
援
員

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
、
約

２
６
５
名
。

　
宮
代
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
60
号
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
税

額
控
除
）
の
対
象
を
総
務
大
臣

か
ら
指
名
を
受
け
た
地
方
団
体

に
対
す
る
寄
付
金
と
し
た
。
①

寄
付
金
の
募
集
を
適
正
に
実
施

②
返
礼
品
の
返
礼
割
合
を
３
割

以
下
。
③
返
礼
品
を
地
場
産
品

と
す
る
。

■
個
人
住
民
税
の
非
課
税
措
置

が
単
身
児
童
扶
養
者
に
も
追
加

さ
れ
た
。

■
軽
自
動
車
の
環
境
性
能
割
の

軽
減
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
厳

格
化
。

　
宮
代
町
消
防
団
条
例
の
一
部

改
正
（
議
案
64
号
）

　

消
防
団
の
団
員
確
保
、
地
域

防
災
力
に
必
要
な
担
い
手
の
確

保
か
ら
、
学
生
（
18
歳
以
上
で

町
内
に
在
住
）も
対
象
と
す
る
。

　
宮
代
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
（
議
案
第
66
号
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、「
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
」
の
改
正
。

オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々

会
計
年
度
任
用
職
員
へ

主
な
質
疑

問　

こ
ど
も
子
育
て
支
援
臨
時

交
付
金
は
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
保
育
料
だ
が
、
積
算
根
拠
を

示
し
て
ほ
し
い
。

答

私
立
保
育
園
分
の
無
償
化

町
負
担
４
分
の
１
、
８
０
１
万

円
、
対
象
人
数
１
３
５
人
を
見

込
ん
で
い
る
。
公
立
保
育
園

分
の
保
育
料
10
分
の
10
交
付
さ

れ
、
１
２
８
人
分
１
４
２
７
万

円
。
幼
稚
園
の
５
０
０
人
分
の

利
用
料
町
負
担
分
２
１
６
８
万

円
。（
副
食
費
の
補
足
給
付
分

72
万
円
、
預
か
り
保
育
分
１
０

０
人
分
、
認
可
外
、
一
時
保
育

分
20
人
含
む
）
合
計
で
４
４
６

９
万
円
計
上
し
て
い
る
。

補正予算の主なもの
事業名 金　額 内　容

子ども子育て支援臨時交付金 4,469万円 幼児教育・保育の無償化に係る町負担金増分に対する臨時
交付金

参議院議員補欠選挙執行 1,251万円 10月27日補欠選挙執行経費
公共施設整備基金積立 1,903万円 前年度末積立分の積立
ふるさと納税管理 755万円 ふるさと納税に係る返礼品等の増
小学校施設管理 1,072万円 PCB含有蛍光灯処分費・給食配膳エレベーター修繕費
学童保育所運営 46万円 入所児童数の増に対応するための電算システムの導入
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工事請負・人事
<

全
会
一
致
で
可
決>

工
事
名

宮
代
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場

更
新
工
事
（
山
崎
地
内
）

請
負
金
額

　

８
８
０
０
万
円

請
負
業
者

株
式
会
社
エ
ス
・
ア
イ
・

シ
ー
埼
玉
支
店

<

全
会
一
致
で
可
決>

工
事
名

ふ
じ
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工

事
（
笠
原
小
学
校
地
内
）

請
負
金
額

　

１
億
２
８
０
０
万
円

請
負
業
者

　

金
子
建
設
株
式
会
社

<

全
会
一
致
で
可
決>

工
事
名

　

小
中
学
校
特
別
教
室

　

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

　

小
中
学
校
（
７
校
）

請
負
金
額

　

６
６
０
０
万
円

請
負
業
者

　

株
式
会
社
中
村
工
業
所

問　

予
定
価
格
が
1
億
５
５

９
万
円
で
、
落
札
価
格
が
約

6
割
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ま

り
に
低
く
心
配
だ
が
。

答

調
査
基
準
価
格
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
。
12
項
目
の

調
査
を
し
、検
討
し
た
結
果
、

適
切
な
工
事
が
で
き
る
と
判

断
し
た
。
材
料
費
を
安
価
で

仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
応
札
額
に
な

っ
て
い
る
。

<

全
会
一
致
で
同
意>

　

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
4
年
間
で
す
。

　

契
約
の
締
結

　

人　

事

副
町
長
に渋し

ぶ
や谷

龍た
つ
ひ
ろ弘

氏

来年は新しい教室に

家庭科室等にもエアコンが入ります

9
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宮
代
町
一
般
会
計
決

算
は
依
然
と
し
て
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

平
成
27
年
度
決
算
か
ら

減
少
し
て
い
る
も
の
の

介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
は
依

然
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

子
育
て
支
援
に
係
る
支

出
増
な
ど
に
伴
う
財
政

圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

総
括
意
見
と
し
て
、

一
層
の
歳
入
確
保
と
経

常
経
費
の
節
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
各
種
事

務
事
業
を
効
率
的
に
執

行
し
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る

よ
う
に
、
な
お
一
層
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、

次
の
点
に
つ
い
て
要
望

す
る
。

実
行
計
画

　
「
第
４
次
宮
代
町
総

合
計
画
後
期
実
行
計

画
」
の
３
年
度
目
と
し

て
平
成
30
年
度
に
予
定

し
て
い
た
実
行
計
画
の

行
程
は
、
お
お
む
ね
順

調
に
達
成
。

適
正
配
置

　

持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
行
う
べ
く
、小
・

中
学
校
の
適
正
配
置
を

初
め
と
し
て
公
共
施
設

再
編
第
２
期
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
町
民

と
の
意
見
交
換
の
機
会

を
さ
ら
に
設
け
て
、
時

間
を
十
分
か
け
て
結
論

を
出
す
こ
と
。

子
育
て
支
援

　

小
規
模
保
育
施
設
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
本
年
度
当
初
に
入

所
待
機
児
童
の
解
消
が

見
ら
れ
た
。
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援

を
行
う
た
め
、
保
健
セ

ン
タ
ー
と
子
育
て
ひ
ろ

ば
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
。

滞
納
対
策

　

町
税
、
国
保
税
、
保

育
所
保
育
料
、
学
校
給

食
費
等
の
滞
納
対
策
に

つ
い
て
は
、
各
課
で
の

情
報
共
有
が
重
要
で
あ

る
。
連
携
を
密
に
し
て

滞
納
対
策
を
進
め
る
こ

と
。

デ
ジ
タ
ル
化

　

防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
に
よ
り
、

情
報
提
供
手
段
の
多
様

化
が
実
現
さ
れ
た
。
防

災
・
防
犯
情
報
の
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
初

め
、
今
後
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
期
待
す
る
。

農
業
参
入

　

農
業
担
い
手
塾
塾
生

の
自
立
支
援
や
各
種
農

業
講
座
の
開
催
、
町
外

の
大
規
模
農
家
や
農
業

法
人
等
に
よ
る
町
内
の

農
業
参
入
の
促
進
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

子
供
た
ち
の
安
全
を

　

小
・
中
学
校
の
全
学

年
の
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
続
い
て
、

特
別
教
室
に
つ
い
て
も

設
置
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
子
供

た
ち
の
安
全
を
第
一
に

考
え
た
学
校
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
。

駅周辺整備
　東武動物公園駅西口周辺整備事業は、
東武鉄道㈱と連携し、駅周辺のにぎわい
創出を。東口周辺整備事業は、今後も県、
杉戸町と連携・協力し、一体的なまちづ
くりを推進すること。

伝統ある須賀中学校を大切に

　
９
月
定
例
議
会
は
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
決
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
監
査
委
員
（
識
見
者
・
新

祖
章
氏
と
議
会
選
出
・
伊
草
弘
之
氏
）
の
決
算
審
査
意
見
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
抜
粋
）

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く

宮代町代表監査委員

新
し ん そ

祖 章
あきら

氏
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議
　
案
　
番
　
号

議　　案 主な内容
議
　
決
　
結
　
果

新政宮代 みやしろ 
絆の会

日本
共産党 公明党 政策会議

みやしろ
無
会
派
議
　
長３人 ２人 ２人 ２人 ２人 1人

田
島
　
正
徳

伊
草
　
弘
之

合
川
　
泰
治

唐
沢
　
捷
一

九、山
　
妙
子

丸
藤
　
栄
一

山
下
　
秋
夫

関
　
弘
秀

⻆
野
由
紀
子

小
河
原
　
正

金
子
　
正
志

野
原
　
洋
子

中
野
　
松
夫

50 平成30年度一般会計歳入歳出決算の認定 ☞P2～5 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ―

51 平成30年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P6 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

52 平成30年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P7 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

53 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P7 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

54 平成30年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P7 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

55 平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ☞P7 認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

56 平成30年度水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ☞P7 認
定○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

57 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 ☞P8 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

58 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

59 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

60 税条例の一部を改正する条例 ☞P8 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

61 保育所設置及び管理条例の一部を改正する条例 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

62 印鑑条例の一部を改正する条例 婚姻前等の「旧
氏」登録可

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

63 水道事業給水条例の一部を改正する条例 更新手数料の追
加

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

64 消防団条例の一部を改正する条例 ☞P8 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

65 家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例

卒園後の連携施設
の確保義務の緩和

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

66 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例 ☞P8 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

67 技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃止する
条例

技能労務職の廃
止

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

68 工事請負契約の締結 ☞P9　下水道中継
ポンプ場機器更新

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

69 町道路線の廃止 隣接する土地所有者
からの用途廃止申請

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

70 令和元年度一般会計補正予算（第3号） ☞P8 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

71 令和元年度一般会計補正予算（第4号） ☞P8 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

72 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

73 令和元年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

74 令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

75 令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

76 令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

77 令和元年度水道事業会計補正予算（第1号） 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

78 工事請負契約の締結 ☞P9　学童保育
所の建設工事

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

79 工事請負契約の締結 ☞P9　小中学校特
別教室エアコン工事

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

80 副町長の選任につき同意を求めること ☞P9　副町長の
選任

同
意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意
見
書

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める（第3号） ☞P25 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意
見
書

国民健康保険税の均等割の廃止を求める（第4号） ☞P25　可否同数
のため、議長裁決

否
決● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●

請
願

町民の歯と口腔の健康づくり推進条例（仮称）の制定を求める
（第１号） ☞P25 採

択○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否 ○賛成　●反対　− 議長は採決に加わらない

⎫⎬⎭
前年度繰越金
の確定及び人
件費の補正
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一般質問項目一覧

　一般質問は９月３日、４日、５日の３
日間おこなわれました。
　12人の議員が登壇し、小中学校の適
正配置や旧ふれ愛センターの活用、防災
対策など43項目にわたり、ただしました。
　一般質問は、町長の考え方や町政の執
行状況について説明を求めるものです。
 

本会議の様子

１. 関　弘秀 議員……………………………… P13
❶ 高齢者の方に安心の支援を
❷  町内業者の健全育成のため入札制度を県・国と

同様に拡大
③ 「防災情報」の事前の周知
④ 幹線道路の整備推進

２. 唐沢 捷一 議員……………………………… P14
❶ 住民と考える10年後 
❷ 自治会活動
❸ 東武動物公園駅西口の整備

３. 山下 秋夫 議員……………………………… P15
❶  小中学校統廃合
❷ 県道春日部・久喜線の須賀上交差点改良を
❸ 和戸駅の屋根の延長を
❹ 最低賃金

４. 小河原　正 議員…………………………… P16
① 宮代町の平均寿命
❷ AI（人工知能）の活用
❸ 旧ふれ愛センター活用
④ 高齢者の免許返納
❺ 東武動物公園駅西口開発

５. 伊草 弘之 議員……………………………… P17
❶  高齢者が安心して住み続けられる街づくりは進

んでいるか
❷  想定外と思われるような災害が発生している中、

当町の防災対策機能は大丈夫か

６. 丸藤 栄一 議員……………………………… P18
❶  消防中島出張所の存続を
❷ 旧ふれ愛センターの再開を
❸ 保育料無償化に伴う副食費等に助成を

７. 山 妙子 議員……………………………… P19
❶  進修館及び庁舎の駐車場対策に本腰を
❷  平成28年12月議会請願を受けた宮代町立小中

学校の適正配置の再検討についての考えは
❸ 町内の小規模保育園

８. 田島 正徳 議員……………………………… P20 
❶  学童保育
❷ 旧ふれ愛センターの活用
③ 受動喫煙防止

９. 金子 正志 議員……………………………… P21
① 川口信用金庫前の交差点
❷ 杉戸町との合同イベントの開催を
❸ 小中学校適正配置は広域で
❹ 小中学校の適正配置を急ぐべき
❺ 町長の立場と、町民の立場
❻ 満額の町長報酬の削減を

10. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P22
❶ 未就学児及び高齢運転者の交通安全緊急対策
❷ 災害廃棄物処理計画
❸ 和戸駅西口開発(道路整備)

11. 合川 泰治 議員……………………………… P23
① 喫煙場所の確保を
❷ 宮代町消防団運営費の支出基準は
❸ 循環バスの停留所がない地域への代替措置を
❹ 10年後の自治会を見据えて

12. 野原 洋子 議員……………………………… P24
❶ 宮代町内の救急搬送
② 宮代町内に休日診療当番医制度の考えは
❸  「宮代町公共施設・インフラの更新のあり方の

研究報告書」のその後は

町政をただす

通告順（発言順）の記載でなく、抽選順としています

●白 白抜きの数字は掲載された質問。それ以外は紙面の都合により掲載できなかったものです。

九
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問
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
場
所
が
わ
か

り
や
す
い
案
内
表
示
板

の
設
置
及
び
入
り
や
す

く
相
談
し
や
す
い
環
境

整
備
を
。

答
健
康
介
護
課
長

　

①
今
年
度
の
4
月
か

ら
「
社
会
福
祉
法
人
真

善
会
」
に
よ
る
運
営
に

体
制
を
移
行
し
、
本
田

4
丁
目
に
事
務
所
を
構

え
て
い
る
。
敷
地
内
の

看
板
を
道
路
か
ら
見
や

す
い
方
向
に
角
度
を
改

め
、
ま
た
、
相
談
し
や

す
い
環
境
整
備
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
る
。

セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問

を
行
う
こ
と
を
広
報
な

ど
で
周
知
し
て
い
く
。

問
緊
急
時
通
報
シ
ス

テ
ム
が
平
成
2
年
10
月

よ
り
開
始
し
て
い
る
が
、

対
象
者
の
拡
大
は
。

答
健
康
介
護
課
長

75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
は
年
々
増
加
し
、

２
０
２
５
年
に
は
高
齢

者
の
お
よ
そ
62
％
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
対
象
者
の

検
討
と
緊
急
時
通
報
シ

ス
テ
ム
の
利
用
が
必
要

か
判
断
す
る
た
め
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
明
確
化

に
努
め
る
。

問
町
内
業
者
の
健
全

育
成
の
た
め
入
札
制
度

を
県
・
国
と
同
様
に
拡

大
を
。

答
企
画
財
政
課
長

　

当
町
の
落
札
状
況
は
、

低
入
札
価
格
調
査
案
件

は
あ
る
も
の
の
、
失
格

と
な
っ
た
案
件
や
契
約

不
履
行
と
な
っ
た
案
件

は
な
く
適
切
に
機
能
し

て
い
る
。
現
段
階
で
の

最
低
制
限
価
格
制
度
へ

の
移
行
及
び
導
入
は
必

要
な
い
と
判
断
し
て
い

る
が
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受

注
の
防
止
を
図
る
観
点

か
ら
基
準
価
格
を
適
宣

見
直
し
対
応
し
て
い
く
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

高
齢
者
の
方
に
安
心
の
支
援
を

関
せき

　 弘
ひろひで

秀 議員

安心して暮らすために

最低制限価格制度の導入を

２０１９年３月中央公契連モデルへの対応状況（都道府県）
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問
多
く
の
町
民
が
西
口

整
備
を
望
む
中
、
現
況

を
含
め
進
捗
ち
ょ
く

状
況
を
問

う
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課

長　

町
の
新
し
い
顔
づ

く
り
と
し
て
東
武
鉄
道

㈱
と
共
に
整
備
を
進
め

て
き
た
事
業
で
あ
る
。

西
口
土
地
利
用
は
春
日

部
方
面
エ
リ
ア
の
病
院

誘
致
は
採
択
に
至
ら
な

か
っ
た
が
、
今
後
、
新

た
な
方
策
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
久
喜
方
面

エ
リ
ア
は
、
㈱
良
品
計

画
の
出
店
が
お
お
む
ね

決
定
し
た
旨
、
９
月
上

旬
に
東
武
鉄
道
㈱
よ
り

連
絡
が
あ
り
、
待
望
の

西
口
開
発
が
動
き
始
め
、

期
待
を
し
て
い
る
。

住
民
と
考
え
る

10
年
後

問
町
の
10
年
後
を
町
民

と
話
し
合
っ
た
、
内
容

と
今
後
は
。

答
企
画
財
政
課
長

50
人
の
町
民
の
方
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
2

日
間
で
約
10
時
間
に
わ

た
っ
て
活
発
な
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
、

町
職
員
と
一
緒
に
ア
イ

デ
ア
プ
ラ
ン
を
作
り
な

が
ら
「
第
５
次
総
合
計

画
」
策
定
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

自
治
会
活
動
の

現
状
は

問
自
治
会
活
動
は
、
町

か
ら
の
要
請
や
依
頼
事

項
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

負
担
軽
減
と
今
後
の
自

治
会
活
動
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

各
課
と
軽
減
が
図
れ

る
よ
う
内
部
調
整
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
会
活
動
は
、
地
区
連

絡
会
を
年
３
回
開
催
し
、

区
長
、
自
治
会
長
が
情

報
の
共
有
化
を
図
り
、

活
動
の
充
実
に
向
け
て

話
し
合
っ
て
い
る
。

唐
からさわ

沢 捷
しょういち

一 議員

待望の西口開発が動き始める
町民が望む西口開発は

西口開発が動き始める

広がる自治会活動
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問
学
校
統
廃
合
が
提
起

さ
れ
審
議
会
が
発
足
し

た
が
、
審
議
会
で
の
討

議
内
容
と
人
選
、
通
学

時
の
安
全
対
策
は
。
地

域
の
核
と
し
て
の
役
割

と
地
域
と
協
力
し
特
徴

あ
る
学
校
づ
く
り
を
求

め
る
が
。

答
教
育
推
進
課
長

　

経
緯
説
明
と
討
論
の

中
で
な
ぜ
中
学
校
が
先

行
な
の
か
と
の
意
見
な

ど
も
あ
っ
た
。
選
定
は
、

各
団
体
の
推
薦
で
決
め

て
い
る
。
安
全
面
は
、

欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ

る
。
現
状
は
各
学
校
と

も
文
科
省
指
導
の
学
級

数
以
下
の
状
況
は
発
生

し
て
い
な
い
が
、
審
議

会
で
検
証
作
業
を
進
め

て
い
く
。

県
道
須
賀
上
交
差

点
の
改
良
を

問
町
と
県
で
合
同
で
の

交
差
点
改
良
を
進
め
て

は
。
ま
た
、
都
市
計
画

道
路
と
し
て
将
来
計
画

は
あ
る
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課

長　

万
願
寺
橋
通
り
線

は
、
現
在
、
重
点
整
備

し
て
い
る
道
路
な
ど
の

め
ど
が
つ
い
た
段
階
で
、

他
の
道
路
の
整
備
を
含

め
て
、
計
画
的
に
整
備

を
進
め
る
。

和
戸
駅
の
屋
根
の

延
長
を

問
夏
の
暑
い
日
や
雨
、

雪
の
日
の
乗
降
な
ど
、

町
民
の
安
全
を
考
え
和

戸
駅
の
屋
根
の
延
長
を
。

答
企
画
財
政
課
長

　

和
戸
駅
西
口
開
設
と

併
せ
、
過
去
何
度
と
な

く
陳
情
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
町
単
独
で
も
陳

情
活
動
を
展
開
す
る
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て

問
最
低
賃
金
が
28
円
引

き
上
げ
予
定
で
あ
る
。

宮
代
町
の
考
え
は
。

答
総
務
課
長

　

最
低
賃
金
を
上
回
っ

て
お
り
、
見
直
し
は
考

え
て
い
な
い
が
制
度
改

定
で
令
和
２
年
４
月
よ

り
交
通
費
や
期
末
手
当

を
支
給
す
る
予
定
で
あ

る
。

山
やました

下 秋
あ き お

夫 議員

19
名
に
よ
る
１
回
目
の
審
議
会
が
行
わ
れ
た

学
校
統
廃
合
の
審
議
が
さ
れ
て
い
る
が地域に根ざした小中学校

須賀上交差点は夕方から渋滞に
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問
東
武
動
物
公
園
駅
西

口
開
発
の
病
院
計
画
と

商
業
施
設
計
画
の
進
展

は
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課

長　

春
日
部
方
面
の
エ

リ
ア
は
、
第
７
次
埼
玉

県
地
域
保
健
医
療
計
画

に
東
武
鉄
道
㈱
が
打
診

し
た
医
療
法
人
が
病
院

整
備
計
画
を
提
出
し
た

が
、
採
択
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
新
た
な
方
策

を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

商
業
業
務
施
設
の
久

喜
方
面
の
エ
リ
ア
は
、

㈱
良
品
計
画
の
出
店
が

お
お
む
ね
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
店
舗

展
開
に
向
け
て
宮
代
町

内
に
お
い
て
各
種
リ
サ

ー
チ
を
進
め
て
い
く
予

定
。

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
の
活
用
は

問
前
回
は
、
３
団
体
か

ら
の
提
案
は
実
施
が
困

難
の
た
め
、
そ
の
後
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

福
祉
的
施
設
を
検
討
し

て
い
く
と
い
う
事
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

展
は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

先
の
６
月
定
例
会
以

降
、
福
祉
的
活
用
を
前

提
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
並
び

に
ひ
ま
わ
り
作
業
所
と

随
時
話
し
合
い
を
持
ち
、

最
優
先
事
項
と
し
て
対

応
し
て
い
る
。

答
町
長

　

町
と
し
て
は
、
福
祉

作
業
所
も
入
り
、
社
協

の
本
体
も
入
り
、
そ
こ

に
町
民
が
お
茶
を
飲
ん

だ
り
で
き
る
場
の
提
供

が
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

の
活
用

答
企
画
財
政
課
長

　

今
後
、
先
ん
じ
て
実

施
し
て
い
る
自
治
体
の

運
用
実
績
や
費
用
対
効

果
な
ど
を
踏
ま
え
た
上

で
判
断
し
て
い
く
。

小
お が わ ら

河原 正
ただし

議員

㈱良品計画の出店がおおむね決定した
東武動物公園駅西口の開発の進展は

機会あるたびの主張が進展させる

来年夏には移転できるよう調整
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問
①
高
齢
者
が
地
域
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　

②
高
齢
者
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
に
、

当
町
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
健
康
介
護
課
長

　

①
高
齢
者
が
住
み
な

れ
た
地
域
で
人
生
の
最

後
ま
で
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住

ま
い
・
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

深
化
に
向
け
て
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

答
企
画
財
政
課
長

　

②
高
齢
者
の
移
動
手

段
と
し
て
は
町
内
循
環

バ
ス
・
福
祉
有
償
運

送
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
な

ど
を
用
意
し
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
方
法
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
課
題
を
整

理
し
第
５
次
総
合
計
画

策
定
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

当
町
の

防
災
対
策
機
能

問
①
防
災
対
策
で
は
、

「
公
助
」が
前
提
で
あ
る
。

当
町
で
は
発
災
時
、
そ

の
能
力
は
発
揮
さ
れ
る

か
。

　

②
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
場
庁
舎
の
防
災
対

策
は
大
丈
夫
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

①
「
公
助
」
で
あ
る

町
の
防
災
力
は
、
発
災

時
そ
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
様
々
な

角
度
か
ら
準
備
し
、
被

災
を
軽
減
で
き
る
よ
う

努
力
を
継
続
し
て
い
く
。

　

②
庁
舎
は
耐
震
性
を

満
た
し
、
非
常
用
発
電

機
も
備
え
て
い
る
。
他

の
機
能
も
対
策
し
て
い

る
が
、
想
定
外
に
備
え

訓
練
の
徹
底
で
、
人
的

災
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
。

伊
い ぐ さ

草 弘
ひろゆき

之 議員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る

高
齢
者
が
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
は

高齢者が地域に住み続けられる街づくり

防災拠点の機能が求められる役場庁舎

■在宅系サービス

■施設・居宅系サービス

ケアマネジャー地域包括支援センター

N P O老人クラブ 自 治 会

生活支援・介護予防

住まい

病院
病気になったら
医  療

介護が必要になったら
介  護

通院・入院 通所・入所

● 自宅
● 高齢者住宅
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問
救
急
搬
送
で
は
「
中

島
出
張
所
が
廃
止
さ
れ

る
と
、
た
と
え
杉
戸
町

か
ら
来
る
に
し
て
も
時

間
が
か
か
る
の
で
不

安
」
と
い
う
声
に
ど
の

よ
う
に
応
え
て
い
く
の

か
。

答
町
長

　

確
か
に
、
今
ま
で
目

の
前
に
あ
っ
た
消
防
車

や
救
急
車
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

が
一
番
不
安
だ
と
思
う
。

そ
れ
ら
の
時
間
的
な
こ

と
や
人
数
的
な
こ
と
を

き
ち
ん
と
説
明
し
た
い
。

問
時
間
を
か
け
て
と
い

う
が
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
あ
る
の
か
。

答
町
長

　

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は

設
け
て
い
な
い
が
、
秋

口
に
は
説
明
会
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
の
再
開
を

問
「
旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
」
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

　

ひ
ま
わ
り
作
業
所
の

移
転
先
と
な
り
得
る
の

か
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
移
転
の
可

能
性
も
含
め
て
関
係
団

体
と
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

問
高
齢
者
の
憩
い
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
町
長

　

高
齢
者
の
憩
い
の
場

が
あ
れ
ば
「
ひ
ま
わ
り

の
家
」
と
の
交
流
の
場

も
広
が
っ
て
く
る
。
ま

た
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
含
め
た
福
祉

の
拠
点
に
な
れ
ば
よ
い

と
考
え
て
お
り
、
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。

保
育
所
の

副
食
費
に
助
成
を

問
保
育
料
無
償
化
に
伴

い
副
食
費
を
無
償
化
す

る
考
え
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

国
の
考
え
を
踏
ま
え
、

副
食
費
は
保
護
者
負
担

と
す
る
。

丸
がんどう

藤 栄
えいいち

一 議員

きちんと説明したい
救急搬送に時間かかるのが不安

消防中島出張所の存続を

「旧ふれ愛センター」は、高齢者の憩いの場に
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問
度
重
な
る
駐
車
場
不

足
へ
の
町
民
の
声
に
、

増
設
の
対
応
を
し
な
い

の
は
い
か
な
る
理
由
か
。

①
利
用
者
以
外
の
対
策

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
対
応
を
先
延
ば
し
続

け
て
い
る
現
状
は
、
町

民
の
立
場
に
立
っ
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
る

の
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

①
現
在
、
駐
車
場
管

理
は
午
前
10
時
か
ら
毎

日
２
時
間
ご
と
に
台
数

調
査
。
今
後
、
入
口
付

近
に
看
板
を
設
置
し
知

ら
せ
る
。
②
進
修
館
の

駐
車
場
の
敷
地
は
借
地

で
あ
る
。
今
年
度
の
更

新
に
際
し
、
土
地
の
買

収
の
申
し
出
を
し
た
が

買
収
に
は
い
た
ら
ず
、

引
き
続
き
交
渉
を
続
け

て
い
き
た
い
。
健
常
者

や
障
が
い
者
に
も
利
用

し
や
す
い
と
い
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
事
、

不
要
な
も
の
は
撤
去
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

適
正
配
置
の

再
検
討
の
考
え

問
宮
代
町
の
子
供
の
教

育
に
何
が
大
事
か
。

答
町
長

　

人
口
減
を
見
据
え
て

学
校
の
あ
り
方
、
子
供

た
ち
へ
の
教
育
を
き
ち

ん
と
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

答
教
育
長

　

基
礎
学
力
を
着
実
に

身
に
付
け
、
他
者
と
の

協
働
を
通
し
て
切
磋
琢

磨
し
、
学
び
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
資
質
や
能

力
の
育
成
を
大
切
に
し

た
い
。

町
内
の

小
規
模
保
育
園

問
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
ど
こ
ま
で
把
握
し
て

い
る
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

認
可
の
権
限
は
市
町

村
に
あ
り
、
指
導
監
査

に
つ
い
て
も
町
で
実
施
。

運
営
な
ど
の
状
況
の
把

握
に
努
め
、
保
育
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

利
用
者
以
外
の
駐
車
対
策
と
地
権
者
と
の
交
渉
へ

進
修
館
及
び
庁
舎
の
駐
車
場
対
策
に
本
腰
を

九
まるやま

山 妙
た え こ

子 議員

町民の立場に立った住民サービスを

地域の小中学校は住民に元気を与える源
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問
①
学
童
保
育
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
る
の
か
。

　

②
公
設
公
営
か
ら
指

定
管
理
者
に
移
行
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

　

③
指
定
管
理
料
１
億

２
千
万
円
の
積
算
と
、

い
わ
ゆ
る
「
小
１
の

壁
」
に
対
す
る
配
慮
は
。

答
子
育
て
支
援
課
長

　

①
指
定
管
理
者
募
集

は
９
月
２
日
締
切
り
で
、

応
募
は
３
者
で
あ
る
。

10
月
に
選
定
委
員
会
、

11
月
に
結
果
公
表
、
12

月
に
議
会
承
認
の
予
定
。

来
年
１
月
か
ら
３
月
を

並
行
運
営
期
間
と
す
る
。

　

②
民
間
事
業
者
に
よ

る
運
営
実
績
と
ノ
ウ
ハ

ウ
に
お
い
て
職
員
体
制

の
強
化
・
創
意
工
夫
の

行
事
な
ど
の
実
施
・
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

業
務
改
善
・
開
所
時
間

の
利
用
者
ニ
ー
ズ
対
応

の
提
案
が
あ
る
。

　

③
今
後
、
入
所
児
童

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

※

10
単
位
を
想
定
し
て

い
る
。
引
き
続
き
利
用

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学

童
保
育
運
営
に
努
め
て

い
く
。
３
者
と
も
開
所

時
間
拡
大
の
提
案
を
し

て
い
る
。

旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

の
活
用

問
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
町
長
答
弁
で
「
社

会
福
祉
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
っ
た
。
手
狭
に
な
っ

た
ひ
ま
わ
り
作
業
所
の

移
転
と
大
広
間
な
ど
を

高
齢
者
が
利
用
で
き
る

活
用
は
。

答
福
祉
課
長

　

福
祉
作
業
所
は
、
手

狭
で
老
朽
化
も
心
配
さ

れ
る
。
新
た
な
建
設
や

拡
張
移
転
が
課
題
で
あ

る
。
町
も
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
移
転
活
用
が

可
能
か
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
検
討
中
。

12月議会に承認の議案を提出する
指定管理に移行する学童保育の進

しんちょく

捗状況は

笠原小学校学童保育所の建設予定地

早期利用が待たれる旧ふれ愛センター

田
た じ ま

島 正
まさのり

徳 議員

※
10
単
位
と
は

10
部
屋
の
こ

と
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問
①
小
中
学
校
の
適
正

配
置
は
宮
代
町
単
独
行

政
で
は
な
く
、
市
街
化

区
域
が
隣
接
す
る
杉
戸

町
と
広
域
で
検
討
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
。

答
教
育
推
進
課
長

　

現
時
点
で
は
、
杉
戸

町
と
の
広
域
で
の
検
討

の
必
要
性
が
あ
る
と
い

う
認
識
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

問
町
民
体
育
祭
を
杉
戸

町
と
合
同
開
催
し
、
交

流
を
深
め
て
は
。

答
教
育
推
進
課
長

　

両
町
に
お
い
て
必
要

性
や
意
義
な
ど
機
運
が

高
ま
る
よ
う
な
時
期
が

く
れ
ば
、
そ
の
段
階
で

検
討
し
た
い
。

満
額
の
町
長
報
酬
の

削
減
を

問
歴
代
の
榊
原
町
長
、

庄
司
町
長
、
榎
本
町
長

と
、
町
長
報
酬
20
％
減

額
を
引
き
継
ぎ
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
し
か
し
新
井
町
長

は
満
額
と
し
た
。
議
員

と
元
議
員
に
相
談
し
た

と
答
弁
し
た
が
、
現
職

議
員
は
何
人
か
。
そ
の

氏
名
を
。

答
町
長　

個
人
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
差
し
控

え
る
。
元
議
員
は
３
人

に
相
談
し
た
。

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の

尊
重
を

問
町
の
合
併
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
杉
戸
町
と
の
合

併
を
望
ん
で
い
る
と
結

果
が
出
て
い
る
。
自
分

の
立
場
と
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
の
、
ど

ち
ら
を
優
先
す
る
の
が

リ
ー
ダ
ー
の
職
責
と
考

え
る
か
。

答
町
長　

町
が
小
さ
く

て
も
輝
け
る
よ
う
、
町

政
運
営
に
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
「
合
併
を
望
ま
な
い
」

は
何
％
で
あ
っ
た
か
。

答
企
画
財
政
課
長

　
「
合
併
を
望
ま
な
い
」

28
・
９
％
、「
合
併
を

望
む
」
58
・
７
％
。

金
か ね こ

子 正
た だ し

志 議員

必
要
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
は
至
っ
て
い
な
い

小
中
学
校
適
正
配
置
は
広
域
で

町民体育祭参加チームの推移

年度 チーム 地区 参加人数

昭和61年度 39チーム データなし データなし

昭和63年度 39チーム データなし データなし

平成元年度 37チーム データなし データなし

平成15年度 32チーム 62地区 データなし

平成17年度 28チーム 54地区 データなし

平成20年度 25チーム 48地区 データなし

平成25年度 21チーム 42地区 1,522人

平成30年度 16チーム 40地区 　920人

杉戸町と合同開催すれば盛り上げることができる

宮代・杉戸に半径２.5km圏内の円を描くと
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問
今
年
の
相
次
ぐ
痛
ま

し
い
交
通
事
故
に
政
府

は
当
面
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
て
い
る
が
、
当

町
の
対
応
は
。

答
町
民
生
活
課
長

　

警
察
な
ど
関
係
機
関

か
ら
施
設
外
で
の
活
動

の
際
の
移
動
経
路
の
安

全
性
の
確
保
や
職
員
体

制
の
再
確
認
を
要
求
す

る
通
知
が
あ
っ
た
。
町

は
幼
稚
園
や
保
育
施
設

に
周
知
し
、
注
意
喚
起

を
行
う
と
と
も
に
、
公

立
保
育
園
の
散
歩
経
路

に
つ
い
て
再
点
検
及
び

見
直
し
を
図
っ
た
。

　

高
齢
者
の
移
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
手
段
に
つ

い
て
は
多
様
化
し
て
い

る
。
一
つ
の
方
法
だ
け

で
は
不
十
分
と
考
え
て

い
る
。
高
齢
社
会
を
見

据
え
た
交
通
施
策
を
第

５
次
総
合
計
画
に
位
置

付
け
て
い
く
。

災
害
廃
棄
物

処
理
計
画

問
策
定
に
ど
う
取
り
組

む
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
委
託
し
、
国
、
県

の
策
定
指
針
に
基
づ
き

進
め
て
い
る
。

問
自
治
体
間
の
連
携
体

制
は
。

答
埼
玉
県
清
掃
行
政
研

究
協
議
会
で
協
定
を
結

び
、
相
互
支
援
を
行
う

も
の
と
し
て
い
る
。

和
戸
駅
西
口
開
発

（
道
路
対
策
）

問
和
戸
駅
西
口
に
少
し

ず
つ
家
が
建
ち
始
め
て

い
る
。
西
口
開
設
に
か

か
わ
ら
ず
、
道
路
整
備

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
建
設
課

長　

何
ら
か
の
対
策
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

計
画
の
位
置
づ
け
が
な

い
現
時
点
で
は
、
具
体

的
な
内
容
は
決
定
し
て

い
な
い
。

⻆
か ど の

野 由
ゆ き こ

紀子 議員

注意喚起や散歩経路の見直しなど
未就学児、高齢者の交通安全緊急対策は

高齢者の安全を支える対策のさらなる推進を

和戸駅（西側）にむかう道路は未舗装
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問
循
環
バ
ス
の
停
留
所

が
な
い
地
域
へ
の
対
応

は
。

答
企
画
財
政
課
長

　

要
支
援
、
要
介
護
な

ど
の
認
定
を
受
け
た
方

に
対
す
る
支
援
と
し
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ

る
福
祉
有
償
運
送
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
ひ
と
口
に

高
齢
者
と
い
っ
て
も
、

居
住
場
所
も
健
康
状
態

も
様
々
で
あ
り
、
年
齢

の
幅
も
あ
る
。
す
べ
て

の
方
を
網
の
目
の
よ
う

に
カ
バ
ー
す
る
た
め
に

は
、
一
つ
の
方
法
だ
け

で
は
不
十
分
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
10
年
は
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
み
、
地
域

ご
と
の
ニ
ー
ズ
も
変
化

し
て
く
る
と
思
う
。
高

齢
社
会
を
見
据
え
た
公

共
交
通
施
策
を
第
５
次

総
合
計
画
の
中
に
位
置

づ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
消
防
団
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
の
装
備
を
。

答
町
民
生
活
課
長

　

夜
間
に
お
け
る
活
動

に
お
い
て
明
か
り
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
両

手
が
空
く
よ
う
に
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
。
消
防
団

と
調
整
し
て
、
整
備
し

て
い
き
た
い
。

問
第
５
次
総
合
計
画
の

中
で
、
10
年
後
を
見
据

え
た
自
治
会
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

自
治
会
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
の
で
、
自

治
会
の
地
域
割
や
合
併

な
ど
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
10
年
後
を
見
据

え
た
自
治
会
の
あ
り
方

を
第
５
次
総
合
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
し
て
い

く
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。

合
あいかわ

川 泰
た い じ

治 議員

第
５
次
総
合
計
画
の
施
策
への
位
置
付
け
を
検
討

循
環
バ
ス
の
停
留
所
が
な
い
地
域
へ
代
替
措
置
を

備えあれば憂いなし

早期の対応を
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問
①
中
島
出
張
所
廃
止

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
は
。
②
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
活
用
は
進
む
か
。

答
町
民
生
活
課
長

　

①
署
所
の
合
理
化
で

庁
舎
維
持
管
理
費
用
の

削
減
や
、
職
員
や
車
両

の
集
約
再
配
置
で
消
防

活
動
が
充
実
強
化
さ
れ

る
。
中
島
出
張
所
の
職

員
と
救
急
車
は
杉
戸
署

に
配
置
換
え
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
緊
急
車
両

の
到
着
に
遅
れ
が
生
じ

る
と
い
う
影
響
は
少
な

い
が
、
災
害
現
場
直
近

方
式
で
迅
速
な
出
動
体

制
の
確
保
に
努
め
る
。

　

②
埼
玉
県
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
県
内
の
最
も
遠

い
地
域
で
も
概
ね
20
分

以
内
に
到
着
で
き
、
生

命
の
危
険
が
切
迫
し
て

い
る
重
度
傷
病
者
に
早

期
に
医
師
が
現
場
に
駆

け
つ
け
、
救
命
医
療
が

開
始
さ
れ
る
。
消
防
の

広
域
化
の
影
響
を
受
け

る
も
の
で
は
な
く
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

問
岩
手
県
紫し
わ
ち
ょ
う

波
町
が
Ｐ

Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
と

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
公
民
連
携
の
地
方

創
生
モ
デ
ル
）
を
成
功

さ
せ
て
い
る
。
当
町
も

全
国
に
先
駆
け
て
報
告

書
を
作
成
さ
せ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
進
捗ち
ょ
くは
。

答
企
画
財
政
課
長

　

平
成
23
年
に
専
門
家

と
公
募
市
民
で
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
策
定
。
25
年
度
い
き

が
い
活
動
セ
ン
タ
ー
を

昌
平
学
園
に
機
能
転
用

を
図
り
、
平
成
26
年
度

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
移
転
し
、
廃
止
し

た
。
ぐ
る
る
宮
代
に
民

間
機
関
で
あ
る
ミ
ズ
ノ

が
入
り
活
性
化
し
、
現

在
は
小
中
学
校
適
正
配

置
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

野
の は ら

原 洋
よ う こ

子 議員

充実強化し、迅速な出動に努める
中島出張所廃止のメリットとデメリットは

地域の消防救急体制を担っている

PPPによる公共施設マネージメント計画

一 般 質 問
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請願・意見書

小
河
原
正
議
員

　

町
民
の
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
、
町
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
施

策
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
施
策
を
計
画
的
か
つ

効
果
的
に
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
民
の
乳
幼

児
か
ら
小
中
高
校
生
、

成
人
期
、
高
齢
期
の
歯

と
口
腔
の
維
持
向
上
の

保
持
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

歯
科
検
診
を
長
期
実

施
す
る
こ
と
で
未
来
が

変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
歯
科

検
診
で
歯
は
残
る
。
歯

科
検
診
で
医
科
医
療
費

が
下
が
る
。
歯
科
検
診

で
健
康
寿
命
が
延
び
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

75
歳
以
上
の
高
齢
運

転
者
の
死
亡
事
故
の
割

合
は
高
ま
っ
て
お
り
、

単
純
ミ
ス
に
よ
る
事
故

も
目
立
つ
。
政
府
に
お

い
て
は
、
地
方
自
治
体

や
民
間
事
業
者
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
総
合
的

な
事
故
防
止
策
を
進
め

る
た
め
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
早
急
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

１
、自
動
ブ
レ
ー
キ
や
、

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
え
時

の
急
加
速
を
防
ぐ
機
能

装
置
の
普
及
を
一
層
加

速
さ
せ
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

購
入
支
援
策
を
検
討
す

る
こ
と
。

２
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な

ど
を
備
え
た
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
、
サ
ポ

カ
ー
Ｓ
に
限
定
し
た
免

許
の
創
設
や
、
走
行
で

き
る
場
所
や
時
間
帯
な

ど
を
制
限
し
た
条
件
つ

き
運
転
免
許
の
導
入
を

検
討
す
る
こ
と
。

３
、
免
許
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン

ド
、
予
約
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
こ
と
。
免
許

の
自
主
返
納
時
に
お
け

る
タ
ク
シ
ー
や
公
共
交

通
機
関
の
割
引
制
度
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
。

　

国
民
健
康
保
険
の
都

道
府
県
化
か
ら
２
年
目

を
迎
え
る
。
２
０
１
９

年
度
以
降
、
国
民
健
康

保
険
税
の
値
上
げ
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
国
保
税
が
加

入
者
の
負
担
能
力
を
は

る
か
に
超
え
た
も
の
と

な
り
、
構
造
的
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
中
で

も
均
等
割
は
保
険
税
を

高
騰
さ
せ
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
保
財
政
に
対
す
る

公
費
投
入
を
増
や
し
、

国
保
税
に
係
る
均
等
割

を
廃
止
し
、
国
保
税
の

負
担
を
大
幅
に
軽
減
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

質
疑

問
　
全
国
知
事
会
で
は

ど
の
よ
う
な
均
等
割
の

見
直
し
を
要
求
し
て
い

る
の
か
。

答

全
国
知
事
会
な

ど
の
地
方
団
体
か
ら
、

「
国
保
の
構
造
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
な
し
に

都
道
府
県
単
位
化
を
進

め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
」
と
い
う
意
見
が

強
く
主
張
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。

問
　
均
等
割
に
つ
い
て

は
子
供
に
か
か
る
保
険

料
、
均
等
割
の
軽
減

措
置
を
考
え
て
く
れ
と

言
っ
て
い
る
。
均
等
割

の
廃
止
で
は
保
険
料
は

総
額
で
入
っ
て
こ
な
い
。

答

国
保
財
政
に
対

す
る
公
費
を
１
兆
円
増

や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
は
可
能
だ
と
思
う
。

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る

<

全
会
一
致
で
可
決>

国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
の
廃
止
を
求
め
る

<

賛
成
６
反
対
６
で
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決>

宮
代
町
町
民
の
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

条
例
（
仮
称
）
の
制
定

を
求
め
る

<

全
会
一
致
で
採
択>

請
願

質
疑

賛
成
討
論

意見書

意見書

　請願は宮代町歯科医師会会長から提出され、
全会一致で採択された。可決された意見書は政
府に提出された。
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４
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発
行
責
任
者
／
議
長　

中
野
松
夫

　

宮
代
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
局
の
特
派
員
に
な
っ
て
、

ほ
ぼ
1
年
経
ち
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
の
役

割
は
、
町
内
各
イ
ベ
ン
ト
の

町
民
お
よ
び
近
隣
自
治
体
、

さ
ら
に
国
内
、
世
界
に
向
け

て
の
広
報
に
な
り
ま
す
。
そ

の
手
段
と
し
て
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

特
派
員
に
な
っ
て
ま
ず
感

じ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
宮
代

町
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
事
で
す
。
行
政

と
企
業
・
町
民
が
一
体
と
な

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。
宮

代
町
に
暮
ら
し
て
35
年
間
、

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
自
由
に
時
間
を
使

え
る
身
に
な
っ
て
そ
れ
ら
に

気
づ
き
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
町
内
を
散
策
し
て
み
ま

し
た
。
私
の
よ
う
な
人
間
が

他
に
も
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
多
く
の
町
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、
町
民
と
し
て
何
ら
か

の
形
で
参
加
で
き
る
よ
う
に

町
内
情
報
を
分
か
り
や
す
く

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

宮
代
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
局
は
宮
代
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

町民の声

根岸　重
しげゆき

之さん
（和戸）

12月議会の予定は

11月28日(木)　午前10時開会
　　　　　　　　　　　進修館　議場
一般質問は12月4日㈬  5日㈭  6日㈮

　一般質問の録画配信が始まりました！

議会を傍聴しませんか

　

９
月
議
会
か
ら
、
一
般
質

問
の
録
画
配
信
が
始
ま
り
ま

し
た
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
町
議
会
を
ク
リ
ッ
ク

し
、
議
会
中
継
を
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
各
議
員
の
質

問
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
は
直
接
入
れ
ま
す
）。

　

今
更
な
が
ら
で
す
が
、
宮

代
町
議
会
の
議
場
は
常
設
で

は
な
く
、
進
修
館
の
小
ホ
ー

ル
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
定
例

議
会
ご
と
に
、
議
場
を
設
営

し
、
カ
メ
ラ
も
定
点
に
設
置

し
て
の
撮
影
で
す
。
他
自
治

体
の
議
場
の
比
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
画
面
や
背
景
も
気
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

（
⻆
野
）

表
紙
の
写
真
紹
介

　
長
年
に
わ
た
り
、
黄
金
色

の
稲
が
実
っ
た
の
ど
か
な
景

色
。
台
風
前
の
秋
空
の
下
、

最
後
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
た
。

　
い
よ
い
よ
、
こ
こ
に
期
待

さ
れ
る
和
戸
横
町
区
画
整
理

事
業
の
工
事
が
始
ま
る
。

九、

広
　
報
　
委
　
員

委
員
長　
　

丸
藤　

栄
一

副
委
員
長　
　

⻆
野
由
紀
子

委　
　

員　
　
　

山　

妙
子

委　
　

員　
　

田
島　

正
徳

委　
　

員　
　

金
子　

正
志

再生紙を
使用して
います。

開催日 11月9日土
　　　　午前10時05分～11時55分
場　所　町立図書館（ホール・研修室）
テ ーマ　 ４つのグループに分け、下記の

テーマで意見交換を行います。
　① 女性議員と若い議員を増やすには
　② 宮代のよいところと改善が必要なところ
　③ 議員または議会に求めること
　　※事前申し込みは不要

第22回町民と議員との議会懇談会


